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                                        校長 柴原 美樹子 

 校庭を囲んでいる桜の木々はピンクの花から緑の若葉へと変化し、春から初夏へと季節は変わりつつあります。 

 新しい年度が始まって一か月がたち、担任も子どもたちもそれぞれめあてをもって学年・学級づくりを進めていま

す。４月 14・18 日の授業参観・懇談会には多くの保護者の方がご出席くださり、学校教育に大きな期待を寄せて

くださっている様子がうかがえました。ありがとうございました。 

 子どもたちの学習にも次第に深まりが見られるようになってきています。１年生は生活科で学校探検をしています。

グループで自分の教室以外の部屋を訪ねて、職員の名前を覚えたり何をする部屋なのかを調べたりしています。先

日は校長室にも訪ねてきて「不思議なこと」をたくさん見つけたようです。「校長室に冷蔵庫があるよ。」「大きな金

庫があるね。」「机といすがたくさんあるし、ソファもある。」これから先は、先輩の２年生たちが手伝ってくれたり、さ

らにいろんな先生にインタビューしたりして西柴小学校をもっと身近なものにしていくことでしょう。 

 授業中に教室を回っていると、真剣に取り組む練習問題、発声のはっきりとした音読、楽しい制作、子どもたちと先

生との会話のやり取りなど、いろいろな学習の様子を見ることができます。どの学級を訪れても、そこにはマスクをし

ていても見とれる子どもたちの笑顔ときらきらした瞳があります。 

 ５月はお互いのよさを認め合い、自分の力も十分に発揮しながら、各学年の行事や学習に向けて準備を進めてい

きます。  

幼保小連携推進地区事業  西柴地区推進委員会 

令和３年度に引き続き「子どもの育ちと学びをつなぐ幼保小の交流と連携」を掲げ、「西柴保育園」と教育内容・指導

法に関することや幼児・児童の交流活動、教職員の連携等を推進していくことになりました。これまで以上に主体性や協

同性を意識した保育・教育となるよう連携してまいります。「西柴保育園」の教職員が本校にて、研究や交流する機会が

増えることをご承知おきください。よろしくお願いいたします。 

 

西柴中ブロック 小中一貫教育 

  小学校・中学校の 9 年間通して育てたい子どもの姿「豊かなかかわり合いの中で、自他の多様性を尊重し、変

化の激しい社会を生きていく子ども」を目指し、自己肯定感を育成する指導の工夫を西柴中学校と連携・協働して

取り組んでいきます。１６日（土）に行われた西柴中学校の授業参観を本校職員も参観させていただきました。３月

に卒業した児童の新生活を少し見守ることができました。今後とも保護者の皆様のご支援・ご協力をお願いいたし

ます。 
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